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強震動予測手法に関するベンチマークテスト（その６：理論的手法、ステップ３・
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Step 3 & 4)
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１　はじめに
前報（久田・加藤・吉村ほか、2010；久田ほか、2011）に引き続き、2010年度に実施した３手法（理論的手法・数値解

析手法・統計的グリーン関数法）のうち、本報（その６）では理論的手法による強震動予測手法に関するベンチマーク
テストの結果の報告を行う。さらに、（その７）では数値解析手法、（その８）では統計的手法に関する報告を行う。本
ベンチマークテストは、強震動計算の分野の第一線で活躍する研究者・実務者の参加により、同じ条件で様々な手法・計
算コードの結果の相互比較を行い、その適用範囲やバラツキを検討を行い、使用したデータ・結果、マニュアルを公開
すること目的とした３年間のプロジェクトとして実施している。

２　理論的手法による強震動予測手法に関するベンチマークテスト（ステップ３、ステップ４）
表１と表２に 2010年度に実施した理論的手法によるベンチマークテスト（ステップ３・４）の概要と地盤モデルを示

す。2009年度に実施したステップ１・２の２層の平行成層地盤モデルに加え、工学的基盤までの４層地盤モデルを対象
としている。ステップ３では、単純なガウス型関数のすべり速度を持つ点震源とし、深さ２ｋｍと地表の場合、減衰の
有無の３種のモデルを課題とした（T31-T33）。一方、ステップ４では、中村-宮武型のすべり関数を持つ横ずれ断層モデ
ルとし、地中断層（T41-T43）と地表断層 (T44)を対象とした。破壊伝播に関しては、1kmメッシュサイズの小断層ごと
に離散的なケース（T41,T42）と連続なケース（T43）を設定し、さらに離散的な場合は、一定の破壊伝播速度を与える
場合（T41）と、３種のランダムな破壊開始時間を与える場合（T42）を設定した。

３　参加チームと実施結果
各ステップの参加チームと用いた手法は以下の通りである。ステップ３では、久田（工学院大、波数積分法）、永野（理

科大、薄層法）、野津（港湾空港技術研究所、離散化波数法）、宮腰（地域地盤環境研究所、離散化波数法）、中川（フジ
タ、波数積分法）の５チームが、一方、ステップ４では久田・永野・中川の３チームが、それぞれ参加した。
　ステップ３・４ともに、実用上、参加者間の結果はほぼ同等の結果を得た。特に T31、T41、T43における減衰のあ

る地盤モデルでの地中震源・地中断層による結果はほぼ完全に一致した。一方、T32の無減衰地盤の場合は大きなＱ値
などで近似する必要があり、震央距離 10 km以内では互いに一致したが、100 kmなどの遠方では表面波の振幅の差が現
れた。また T33や T44の地表震源・地表断層では、条件通りに地表に震源を設定した場合と 50 m程度の深さで近似し
た場合で、遠方では表面波に振幅の差異が見られた。

４　おわりに
より詳細な内容や結果は下記ページを参照されたい。
http://kouzou.cc.kogakuin.ac.jp/test/home.htm
2011年度には現実に近い地盤モデルと震源モデルによるブラインドプレディクション実施する予定である。
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